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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／資産複合

信託期間 2017年９月14日から2037年９月15日まで

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、世界各国の債
券、株式および不動産投資信託（リート）等に投
資し、信託財産の成長を目指します。

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要投資対象
とします。

国内債券パッシブ・マザーファンド

国内債券

外国債券パッシブ・マザーファンド

先進国債券（除く日本）／為替ヘッジなし

ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド

為替ヘッジ付き先進国債券（除く日本）／為替ヘッジあり

ｉシェアーズ J.P.モルガン・米ドル建てエマージング・マーケット債券ＥＴＦ

新興国債券／為替ヘッジなし

国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号）

国内株式

外国株式インデックス・マザーファンド

先進国株式（除く日本）／為替ヘッジなし

エマージング株式インデックス・マザーファンド

新興国株式／為替ヘッジなし

Ｊリート・インデックス・マザーファンド

国内リート

外国リート・インデックス・マザーファンド

外国リート／為替ヘッジなし

当ファンドの
運用方法

■投資信託証券への投資を通じて、世界各国の債
券、株式および不動産投資信託（リート）等に
分散投資します。

■イボットソン・アソシエイツ・ジャパンの助言
に基づき、基本資産配分比率を決定します。

■安定的な収益の確保と信託財産の成長を目指し
て運用を行います。

■実質組入外貨建資産については、投資信託証券
内で対円での為替ヘッジを行っている場合を除
き、原則として対円での為替ヘッジは行いませ
ん。

組入制限 ■外貨建資産への実質投資割合には、制限を設け
ません。

分配方針 ■年１回（原則として毎年９月15日。休業日の場
合は翌営業日）決算を行い、分配金額を決定し
ます。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配当等収益
と売買益（評価損益を含みます。）等の範囲内
とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動
向等を勘案して決定します。
※委託会社の判断により分配を行わない場合も
あるため、将来の分配金の支払いおよびその
金額について保証するものではありません。

ファンドは複利効果による信託財産の成長を
優先するため、分配を極力抑制します。
（基準価額水準、市況動向等によっては変更
する場合があります。）

三井住友・資産最適化ファンド
（ ２ やや安定型）

【運用報告書（全体版）】

（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

第５ 期

決算日 2022年９月15日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、世

界各国の債券、株式および不動産投資信託（リー

ト）等に投資し、信託財産の成長を目指します。

当期についても、運用方針に沿った運用を行いま

した。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

株式組入
比 率

株式先物
比 率
（買建－売建）

公 社 債
組入比率

投資信託
証券組入
比 率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込

分 配 金
期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
2017年９月14日 10,000 － － － － － － 2

１期(2018年９月18日) 10,023 0 0.2 28.6 2.1 58.6 8.3 95
２期(2019年９月17日) 10,310 0 2.9 32.9 2.0 55.5 8.2 680
３期(2020年９月15日) 10,504 0 1.9 34.4 1.6 53.6 8.5 1,423
４期(2021年９月15日) 11,770 0 12.1 34.1 1.2 54.6 8.4 2,948
５期(2022年９月15日) 11,317 0 △ 3.8 34.1 1.0 54.4 9.7 3,963

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率

株 式 先 物
比 率
（買建－売建）

公 社 債
組 入 比 率

投資信託証券
組 入 比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％ ％
2021年９月15日 11,770 － 34.1 1.2 54.6 8.4

９月末 11,640 △1.1 33.4 1.4 55.2 8.4
10月末 11,813 0.4 33.5 1.7 55.0 8.5
11月末 11,720 △0.4 32.3 1.7 55.3 8.4
12月末 11,869 0.8 34.2 1.3 54.1 8.7

2022年１月末 11,498 △2.3 33.4 1.3 54.8 8.6
２月末 11,357 △3.5 33.5 1.2 55.1 8.6
３月末 11,647 △1.0 34.2 1.7 54.6 8.9
４月末 11,418 △3.0 33.3 1.4 55.6 9.0
５月末 11,360 △3.5 33.8 1.9 53.9 8.7
６月末 11,159 △5.2 33.8 1.3 55.9 8.6
７月末 11,428 △2.9 33.6 1.3 54.3 8.7
８月末 11,330 △3.7 33.7 1.1 54.8 9.6

（期　　　末）
2022年９月15日 11,317 △3.8 34.1 1.0 54.4 9.7

※騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

純資産総額（百万円）: 右軸

期　　首 11,770円

期　　末 11,317円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －3.8％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

基準価額の主な変動要因（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、世界各国の債券、株式および不動産投資信託
（リート）等に分散投資することにより、安定的な収益の確保と信託財産の成長を目指して運用を
行いました。
　また、実質組入外貨建資産については、投資信託証券内で対円での為替ヘッジを行っている場
合を除き、対円での為替ヘッジを行っていません。

上昇要因
●米ドル、ユーロに加え、主な新興国通貨が円に対して、上昇したこと

下落要因
●国内外の株式市場が下落したこと
●国内外の金利が上昇（債券価格は下落）したこと
●国内外のリート市場が下落したこと
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

投資環境について（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

期間における国内株式、先進国株式および新興国株式市場は、それぞれ下落しました。
先進国債券市場では、国内外で金利が上昇しました。新興国債券市場は下落しました。
また、国内外のリート市場は下落しました。為替市場では、米ドル、ユーロに加え、主
な新興国通貨も概ね、円に対して上昇しました。

株式市場

●先進国外国株式
　期間を通じて、先進国外国株式市場は下
落しました。期初は新型コロナウイルスで
落ち込んだ経済の回復期待から上昇しまし
た。しかし、年明け以降、物価上昇の企業
業績への影響や世界各国の中央銀行による
金融引き締め姿勢、ウクライナ情勢等が懸
念され、下落基調で推移しました。

●国内株式
　期間を通じて、国内株式市場は下落しま
した。物価上昇の企業業績への影響や中国
による都市封鎖、世界各国の中央銀行によ
る金融引き締め姿勢が懸念され、下落基調
で推移しました。期末にかけて、金融引き
締めに伴う景気悪化懸念から金利が低下し、
国内株式市場には追い風になりましたが、
期初と比べると下落での着地となりました。

●新興国株式
　期間を通じて、新興国株式市場は下落し

ました。世界各国の中央銀行による利上げ
や、ウクライナ情勢といった地政学リスク
が顕在化したことで、下落基調で推移しま
した。

債券市場

●先進国外国債券
　米国の長期金利（10年国債利回り）は、期
間を通じて上昇しました。物価上昇への対
応としてＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が
金融引き締め姿勢を明確にしたため、金利
は上昇基調で推移しました。景気悪化懸念
から一時金利が低下する局面がありました
が、ＦＲＢは金融引き締め姿勢を崩さな
かったことで、期末にかけて再び上昇基調
となりました。
　欧州の長期金利（ドイツ10年国債利回り）
は、期間を通じて上昇しました。欧州圏内
の物価上昇やＦＲＢの金融引き締め姿勢を
受けて、ＥＣＢ（欧州中央銀行）も利上げを
実施するなど金融引き締めに転じました。
その結果、金利は上昇基調で推移しました。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

エネルギー価格高騰等に伴う景気悪化懸念
から、一時金利が低下する局面もありまし
たが、期初と比べると上昇で着地しました。

●国内債券
　日本の長期金利（10年国債利回り）は、期
間を通じて上昇しました。日銀は一貫して
金融緩和継続の姿勢を維持しましたが、世
界各国との金利差拡大に伴う大幅な円安を
受けて日銀は緩和姿勢の修正を迫られると
の見方から、金利は上昇しました。

●新興国債券
　期間を通じて、新興国債券市場は下落し
ました。各国の物価上昇や、ＦＲＢの金融
引き締め姿勢を受けて世界各国の中央銀行
が繰り返し利上げを実施したことで、下落
基調で推移しました。

リート市場

●グローバルリート
　期間を通じて、グローバルリート市場は
下落しました。期初は、新型コロナウイル
スで落ち込んだ経済の回復期待から上昇す
る場面もありました。しかしその後は、世
界各国の金利上昇や、ウクライナ情勢等で
株式市場が軟調に推移したことが逆風とな
り、大きく下落しました。

●国内リート
　期間を通じて、国内リート市場は下落し
ました。年明け以降、国内金利の上昇に伴
い、下落しました。売り一巡後に投資資金
が流入して上昇した場面もありましたが、
期初と比べるとわずかに下落での着地とな
りました。

外国為替

●米ドル・円
　米ドル・円相場は、期間を通じて米ドル高・円安となりました。期初は横ばいで推移しました。
その後は、ＦＲＢが金融引き締めを積極化したこととは対照的に日銀は緩和姿勢を維持したこと
で、日米金利差が拡大し、米ドル高・円安基調となりました。

●ユーロ・円
　ユーロ・円相場は、期間を通じてユーロ高・円安となりました。期初はもみ合いの展開でした
が、欧州と日本の金利差拡大に伴い、ユーロ高・円安基調となりました。期末には、欧州でのエ
ネルギー価格高騰等などから景気悪化懸念が出てきたことでユーロ安の動きとなりましたが、期
初と比べると、ユーロ高・円安で着地しました。

CC_22923674_03_ost三住DS_資産最適化F（2やや安定型）_運用経過（交流用）.indd   5 2022/11/15   17:22:37



6－　　－

三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ポートフォリオについて（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

　投資信託証券への投資を通じて、世界各国の債券、株式および不動産投資信託（リート）等に分
散投資することにより、長期的な視点を基に安定的な収益の確保と信託財産の成長を目指して運
用を行いました。

●資産配分
　主として、国内株式、先進国株式（除く日本）、新興国株式、国内リート、外国リート、国内債
券、先進国債券（除く日本）、為替ヘッジ付き先進国債券（除く日本）、新興国債券に投資しました。
　実質組入外貨建資産については、投資信託証券内で対円での為替ヘッジを行っている場合を除
き、対円での為替ヘッジを行っておりません。投資信託証券の組入比率は、高位を保ちました。
　月次でリバランス（投資配分比率の調整）を行い、毎月定めた資産配分方針を維持しました。時
価変動等に伴う配分比率の変動については、基本資産配分比率から許容乖離幅±３％をめどに調
整しました。
　2022年８月にイボットソン・アソシエイツ・ジャパンの助言に基づいて、基本資産配分の見
直しを行いました。債券に関して、先進国債券（除く日本、為替ヘッジあり）、新興国債券の比率
を増やし、国内債券の比率を減らしたものの、債券、株式、リートの配分は概ね維持しました。

●新興国通貨
　新興国通貨の相場は、期間を通じて概ね円に対して上昇しました。特に、日本との金利差拡大
が意識されました。一方で、トルコでは大幅な物価上昇や利下げが材料視され、トルコリラ安・
円高となりました。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

●組入れファンドの状況

資産区分 投資資産 組入れファンド ベンチマーク 期末組入比率 基本資産配分

債券

国内債券 国内債券パッシブ・
マザーファンド ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合） 20.5％

合計
57.1％ 58％

先進国債券（除く日本）／為替ヘッジなし 外国債券パッシブ・
マザーファンド

ＦＴＳＥ世界国債インデックス
（除く日本、円ベース） 3.0％

為替ヘッジ付き先進国債券（除く日本）／
為替ヘッジあり

ヘッジ付き外国債券パッシブ・
マザーファンド

ＦＴＳＥ世界国債インデックス
（除く日本、円ヘッジベース） 30.5％

新興国債券／為替ヘッジなし
ｉシェアーズ J.P.モルガン・
米ドル建てエマージング・
マーケット債券ＥＴＦ

J.P.モルガンＥＭＢＩ
グローバル・コア・インデックス 3.0％

株式

国内株式 国内株式インデックス・
マザーファンド（Ｂ号）

ＴＯＰＩＸ
（東証株価指数、配当込み） 14.9％

合計
36.0％ 36％先進国株式（除く日本）／為替ヘッジなし 外国株式インデックス・

マザーファンド
ＭＳＣＩコクサイインデックス

（配当込み、円ベース） 18.1％

新興国株式／為替ヘッジなし エマージング株式インデックス・
マザーファンド

ＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックス

（配当込み、円ベース）
3.0％

リート
国内リート Ｊリート・インデックス・

マザーファンド 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み） 3.0％
合計
5.9％ 6％

外国リート／為替ヘッジなし 外国リート・インデックス・
マザーファンド

Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数
（除く日本、配当込み、円ベース） 2.9％

ベンチマークとの差異について（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第５期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,572

　期間の分配は、複利効果による信託財産の
成長を優先するため、見送りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本
方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収

益率とは異なります。

分配金について（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

２ 今後の運用方針
　引き続き投資信託証券への投資を通じて、
世界各国の債券、株式および不動産投資信
託（リート）等に分散投資することにより、
長期的な視点を基に安定的な収益の確保と
信託財産の成長を目指して運用を行います。
　今後も世界各国の債券、株式およびリー

トに分散投資して、信託財産の成長を目指
します。原則として、現状の基本資産配分
方針を維持する予定ですが、市場環境が大
きく変化した際には資産配分方針を変更す
る場合があります。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

１万口当たりの費用明細（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 111円 0.968％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は11,498円です。

投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （49） （0.429）

（販 売 会 社） （58） （0.506）

（受 託 会 社） （4） （0.033）

（b） 売買委託手数料 1 0.010 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （0） （0.004）

（新株予約権証券） （0） （0.000）

（先物・オプション） （0） （0.001）

（投資信託証券） （1） （0.005）

（c） 有価証券取引税 0 0.003 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （0） （0.002）

（新株予約権証券） （0） （0.000）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （0） （0.001）

（d） そ の 他 費 用 5 0.044 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （4） （0.034）

（監 査 費 用） （1） （0.007）

（そ の 他） （0） （0.003）

合 計 118 1.025
※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額

のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

参考情報 総経費率（年率換算）

※ １の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用は、
実際に投資しているシェアクラスのデータが入手できない場合は、入手可能なファンド全体のデータ
をもとに委託会社が計算したものです。運用管理費用と運用管理費用以外の費用を明確に区別できな
い場合は、まとめて表示しています。投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を
計算しています。

※ １と ２の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。

※上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、
投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は1.02％です。

総経費率（１＋２） 1.02％

１ 当ファンドの費用の比率 1.01％

２ 投資先ファンドの費用の比率 0.01％

運用管理費用
（投信会社） 0.43％

総経費率
1.02％

運用管理費用および
運用管理費用以外
0.01％

運用管理費用
（販売会社） 0.51％

その他費用

運用管理費用
（受託会社） 0.03％

0.04％

投資先ファンドの費用 0.01％2 当ファンドの費用 1.01％１
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

当期中の売買及び取引の状況（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

(1) 投資信託証券

買 付 売 付

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額

外

国

口 千アメリカ・ドル 口 千アメリカ・ドル

ア メ リ カ ｉシェアーズ J.P.モルガン・米ドル建て
エマージング・マーケット債券ＥＴＦ 5,368 498 － －

※金額は受渡し代金。

※管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場合があります。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号） 48,313 155,500 3,429 11,500

外国株式インデックス・マザーファンド 39,186 221,500 17,233 102,250

ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド 387,589 543,500 10,542 15,100

外国債券パッシブ・マザーファンド 15,092 30,000 － －

国内債券パッシブ・マザーファンド 208,790 264,200 96,735 121,360

Ｊリート・インデックス・マザーファンド 12,035 32,000 － －

外国リート・インデックス・マザーファンド 6,134 17,000 － －

エマージング株式インデックス・マザーファンド 17,925 29,500 － －

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

項 目

当 期

国 内 株 式
インデックス・
マザーファンド（Ｂ号）

外 国 株 式
インデックス・
マザーファンド

外 国 リ ー ト ・
インデックス・
マザーファンド

エマージング株式
インデックス・
マザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 44,841,845千円 93,062,208千円 87,307千円 10,401,706千円

(b) 期中の平均組入株式時価総額 201,075,880千円 352,206,366千円 － 13,153,826千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 0.22 0.26 － 0.79

※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

※外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

利害関係人との取引状況等（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

(1) 利害関係人との取引状況

三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

　当期中における利害関係人との取引等はありません。

国内債券パッシブ・マザーファンド

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 56,614 1,054 1.9 57,996 2,084 3.6

※平均保有割合　0.6％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。

Ｊリート・インデックス・マザーファンド

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
投 資 信 託 証 券 6,195 309 5.0 3,252 842 25.9

※平均保有割合　1.2％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。

外国債券パッシブ・マザーファンド

ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド

外国株式インデックス・マザーファンド

エマージング株式インデックス・マザーファンド

外国リート・インデックス・マザーファンド

　当期中における利害関係人との取引等はありません。

国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号）

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 32,051 1,451 4.5 12,789 2,085 16.3

株 式 先 物 取 引 53,761 39,872 74.2 51,310 39,357 76.7

※平均保有割合　0.3％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

国内債券パッシブ・マザーファンド

種 類 買 付 額 売 付 額 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
公 社 債 － － 100

国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号）

種 類 買 付 額 売 付 額 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 230 25 2,333

(3) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

国内債券パッシブ・マザーファンド

種 類 買 付 額

百万円
公 社 債 500

Ｊリート・インデックス・マザーファンド

種 類 買 付 額

百万円
投 資 信 託 証 券 32

(4) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

項 目 当 期

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 366千円

(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 16千円

(c) 　 (b)／(a) 4.5％

※売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、株式会社三井住友フィナンシャルグループです。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2021年９月16日から2022年９月15日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

組入れ資産の明細（2022年９月15日現在）

(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた外貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名

期首(前期末) 期 末

口 数 口 数
評 価 額

組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

(アメリカ) 口 口 千アメリカ・ドル 千円 ％

ｉシェアーズ J.P.モルガン・米ドル建て
エマージング・マーケット債券ＥＴＦ 4,548 9,916 840 120,417 3.0

合 計 4,548 9,916 840 120,417 3.0

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首(前期末) 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号） 132,908 177,791 588,613

外国株式インデックス・マザーファンド 93,505 115,457 716,692

ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド 556,977 934,024 1,210,776

外国債券パッシブ・マザーファンド 42,748 57,841 118,661

国内債券パッシブ・マザーファンド 543,175 655,230 814,124

Ｊリート・インデックス・マザーファンド 30,947 42,983 117,791

外国リート・インデックス・マザーファンド 32,511 38,646 116,101

エマージング株式インデックス・マザーファンド 52,317 70,242 120,339

※各親投資信託の期末の受益権総口数は以下の通りです。

国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号） 64,962,611,793口 外国株式インデックス・マザーファンド 69,478,969,425口

ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド 19,909,411,282口 外国債券パッシブ・マザーファンド 76,838,969,286口

国内債券パッシブ・マザーファンド 105,094,252,769口 Ｊリート・インデックス・マザーファンド 3,654,656,067口

外国リート・インデックス・マザーファンド 8,386,046,114口 エマージング株式インデックス・マザーファンド 14,441,656,895口
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

投資信託財産の構成� （2022年９月15日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 証 券 120,417 3.0

国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号） 588,613 14.8

Ｊリート・インデックス・マザーファンド 117,791 3.0

国 内 債 券 パ ッ シ ブ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 814,124 20.4

外国株式インデックス・マザーファンド 716,692 18.0

外国リート・インデックス・マザーファンド 116,101 2.9

エマージング株式インデックス・マザーファンド 120,339 3.0

ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド 1,210,776 30.4

外 国 債 券 パ ッ シ ブ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 118,661 3.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 59,073 1.5

投 資 信 託 財 産 総 額 3,982,591 100.0

※期末における外貨建資産（121,462千円）の投資信託財産総額（3,982,591千円）に対する比率は3.0％です。

※外国株式インデックス・マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（431,191,563千円）の投資信託財産総額（432,180,033千

円）に対する比率は99.8％です。

※ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（26,590,015千円）の投資信託財産総額（26,722,898

千円）に対する比率は99.5％です。

※外国債券パッシブ・マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（157,086,557千円）の投資信託財産総額（157,760,054千円）に

対する比率は99.6％です。

※外国リート・インデックス・マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（25,154,802千円）の投資信託財産総額（25,210,647千

円）に対する比率は99.8％です。

※エマージング株式インデックス・マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（24,326,224千円）の投資信託財産総額

（24,867,386千円）に対する比率は97.8％です。

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１

アメリカ・ドル＝143.34円、１カナダ・ドル＝108.85円、１オーストラリア・ドル＝96.65円、１香港・ドル＝18.26円、１シンガポー

ル・ドル＝101.96円、１ニュージーランド・ドル＝86.13円、１台湾・ドル＝4.605円、１イギリス・ポンド＝165.29円、１エジプト・ポ

ンド＝7.388円、１イスラエル・シュケル＝41.822円、１スイス・フラン＝148.86円、１トルコ・リラ＝7.857円、１デンマーク・クロー

ネ＝19.23円、１ノルウェー・クローネ＝14.21円、１スウェーデン・クローナ＝13.39円、１メキシコ・ペソ＝7.179円、１フィリピン・

ペソ＝2.51円、100チリ・ペソ＝15.577円、100コロンビア・ペソ＝3.265円、１インド・ルピー＝1.82円、100インドネシア・ルピア＝

0.97円、１ブラジル・レアル＝27.715円、１チェコ・コルナ＝5.839円、100韓国・ウォン＝10.29円、１オフショア・人民元＝20.552円、

１マレーシア・リンギット＝31.646円、１南アフリカ・ランド＝8.19円、１タイ・バーツ＝3.91円、１ポーランド・ズロチ＝30.311円、

100ハンガリー・フォリント＝35.256円、１ユーロ＝142.97円です。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2022年９月15日現在）

項 目 期 末
(A)�資 産 3,982,591,264円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 59,073,749
投 資 証 券(評価額) 120,417,572
国 内 株 式 イ ン デ ッ ク ス ・
マザーファンド(Ｂ号)(評価額) 588,613,603

Ｊリート・インデックス・
マザーファンド(評価額) 117,791,333

国内債券パッシブ・マザーファンド(評価額) 814,124,234
外国株式インデックス・
マザーファンド(評価額) 716,692,207

外国リート・インデックス・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 116,101,577

エマージング株式インデックス・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 120,339,403

ヘッジ付き外国債券パッシブ・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 1,210,776,190

外国債券パッシブ・マザーファンド(評価額) 118,661,396
(B)�負 債 19,117,261

未 払 解 約 金 963,313
未 払 信 託 報 酬 18,030,984
そ の 他 未 払 費 用 122,964

(C)�純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,963,474,003
元 本 3,502,252,280
次 期 繰 越 損 益 金 461,221,723

(D)�受 益 権 総 口 数 3,502,252,280口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,317円

※当期における期首元本額2,505,245,716円、期中追加設定元本額
1,327,482,394円、期中一部解約元本額330,475,830円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。

損益の状況
（自2021年９月16日　至2022年９月15日）

項 目 当 期
(A)�配 当 等 収 益 3,250,653円

受 取 配 当 金 3,266,960

受 取 利 息 932

支 払 利 息 △     17,239

(B)�有 価 証 券 売 買 損 益 △�95,918,798

売 買 益 136,640,331

売 買 損 △232,559,129

(C)�信 託 報 酬 等 △�33,893,072

(D)�当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △126,561,217

(E)�前 期 繰 越 損 益 金 232,265,436

(F)�追 加 信 託 差 損 益 金 355,517,504

(配 当 等 相 当 額) (　287,259,696)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 68,257,808)

(G)�合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 461,221,723

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 461,221,723

追 加 信 託 差 損 益 金 355,517,504

(配 当 等 相 当 額) (　288,746,608)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 66,770,896)

分 配 準 備 積 立 金 261,960,471

繰 越 損 益 金 △156,256,252

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公
社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

当 期
(a) 経費控除後の配当等収益 29,695,035円
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(c) 収益調整金 288,746,608
(d) 分配準備積立金 232,265,436
(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 550,707,079

１万口当たり当期分配対象額 1,572.44
(f) 分配金 0

１万口当たり分配金 0

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

0円
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

組入れ投資信託証券の内容（直近決算の情報）
ファンド名 国内債券パッシブ・マザーファンド

形態 国内籍親投資信託

運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針
■ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合）をベンチマークとし、ベンチマークの動きに連動する投資成果を
目指します。

■日本の公社債および短期金融資産を主要投資対象とします。

信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.03％

損益の状況
（自2021年５月26日　至2022年５月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 1,242,577,931円

受 取 利 息 1,242,855,539

支 払 利 息 △       277,608

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 3,207,493,428

売 買 益 35,039,460

売 買 損 △ 3,242,532,888

(C) そ の 他 費 用 等 △        35,720

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,964,951,217

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 28,445,400,331

(F) 解 約 差 損 益 金 △ 4,818,502,976

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 5,787,647,316

(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 27,449,593,454

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 27,449,593,454

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2021年５月26日から2022年５月25日まで）

項 目 金 額

その他費用 0円

（その他） (0)

合 計 0

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2022年５月25日）

銘 柄 名 組 入
比 率

１ 435　２年国債 2.6％

２ 150　５年国債 1.6％

３ 146　５年国債 1.2％

４ 147　５年国債 1.2％

５ 361　10年国債 1.0％

６ 149　５年国債 0.9％

７ 359　10年国債 0.9％

８ 362　10年国債 0.9％

９ 434　２年国債 0.9％

10 358　10年国債 0.8％

全 銘 柄 数 406銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 外国債券パッシブ・マザーファンド

形態 国内籍親投資信託

運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

■ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）をベンチマークとし、ベンチマークの動
きに連動する投資成果を目指します。

■ベンチマーク採用国の国債を主要投資対象とします。
■保有する外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。

信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.1％

１万口当たりの費用明細
（2020年12月18日から2021年12月17日まで）

項 目 金 額

その他費用 7円

（保管費用） (7)

（その他） (0)

合 計 7

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2021年12月17日）

銘 柄 名 組 入
比 率

１ US TREASURY N/B 1.625 05/15/26 1.1％

２ US TREASURY N/B 2.25 03/31/26 1.0％

３ US TREASURY N/B 2.875 05/15/28 0.7％

４ US TREASURY N/B 2.5 02/28/26 0.6％

５ US TREASURY N/B 1.125 02/15/31 0.6％

６ US TREASURY N/B 0.625 08/15/30 0.6％

７ US TREASURY N/B 0.125 08/15/23 0.6％

８ US TREASURY N/B 0.25 06/15/23 0.5％

９ US TREASURY N/B 0.125 02/15/24 0.5％

10 US TREASURY N/B 0.375 09/30/27 0.5％

全 銘 柄 数 589銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。

損益の状況
（自2020年12月18日　至2021年12月17日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 3,166,650,876円

受 取 利 息 3,167,076,148

支 払 利 息 △       425,272

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 3,840,609,519

売 買 益 10,688,072,440

売 買 損 △ 6,847,462,921

(C) そ の 他 費 用 等 △    61,469,784

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,945,790,611

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 77,074,312,782

(F) 解 約 差 損 益 金 △12,777,364,915

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 9,738,470,030

(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 80,981,208,508

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 80,981,208,508

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 ヘッジ付き外国債券パッシブ・マザーファンド

形態 国内籍親投資信託

運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

■ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジベース）をベンチマークとし、ベンチマー
クの動きに連動する投資成果を目指します。

■ベンチマーク採用国の国債を主要投資対象とします。
■保有する外貨建資産については、対円での為替のフルヘッジを原則とします。

信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.1％

損益の状況
（自2021年８月26日　至2022年８月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 452,472,193円

受 取 利 息 452,560,727

そ の 他 収 益 金 133

支 払 利 息 △       88,667

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △3,990,163,912

売 買 益 5,660,011,463

売 買 損 △9,650,175,375

(C) そ の 他 費 用 等 △   16,038,887

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △3,553,730,606

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 9,066,032,704

(F) 解 約 差 損 益 金 △3,444,593,120

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 4,379,112,685

(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 6,446,821,663

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 6,446,821,663

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2021年８月26日から2022年８月25日まで）

項 目 金 額

その他費用 9円

（保管費用） (9)

（その他） (0)

合 計 9

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2022年８月25日）

銘 柄 名 組 入
比 率

１ CHINA GOVERNMENT BOND 2.91 10/14/28 0.7％

２ US TREASURY N/B 1.25 08/15/31 0.6％

３ US TREASURY N/B 1.875 02/15/32 0.6％

４ US TREASURY N/B 1.75 07/31/24 0.6％

５ US TREASURY N/B 3 07/15/25 0.6％

６ US TREASURY N/B 0.125 10/15/23 0.5％

７ US TREASURY N/B 2.25 03/31/24 0.5％

８ US TREASURY N/B 0.125 02/15/24 0.5％

９ US TREASURY N/B 2.875 05/15/32 0.5％

10 US TREASURY N/B 0.75 12/31/23 0.5％

全 銘 柄 数 735銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 ｉシェアーズ J.P.モルガン・米ドル建てエマージング・マーケット債券ＥＴＦ

形態 米国籍外国投資信託

運用会社 ブラックロック・ファンド・アドバイザーズ

運用の基本方針
■J.P.モルガンＥＭＢＩグローバル・コア・インデックスをベンチマークとし、インデックスの構
成銘柄の債券を主要投資対象とします。

■ベンチマークのパフォーマンスへの連動を目指します。

取引通貨 米ドル

管理報酬等 年0.39％程度

購入の可否 日本において一般投資者の購入が可能です。

組入上位銘柄（基準日：2021年10月31日）

銘 柄 名 国 クーポン 償 還 日 比 率

１ RUSSIAN FOREIN BOND-EUROBOND 5.25% 6/23/2047 ロシア連邦 5.25％ 2047/６/23 0.8％

２ ECUADOR GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 1.0% 7/31/2035 エクアドル １％ 2035/７/31 0.8％

３ URUGUAY GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 5.1% 6/18/2050 ウルグアイ 5.1％ 2050/６/18 0.7％

４ KUWAIT INTERNATIONAL GOVERNMENT BOND 3.5% 3/20/2027 クウェート 3.5％ 2027/３/20 0.7％

５ QATAR GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 5.10% 4/23/2048 カタール 5.1％ 2048/４/23 0.5％

６ QATAR GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 4.82% 3/14/2049 カタール 4.82％ 2049/３/14 0.5％

７ PETRONAS CAPITAL LTD. 4.55% 4/21/2050 マレーシア 4.55％ 2050/４/21 0.5％

８ URUGUAY GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 4.98% 4/20/2055 ウルグアイ 4.98％ 2055/４/20 0.5％

９ PERUVIAN GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 2.78% 1/23/2031 ペルー 2.78％ 2031/１/23 0.5％

10 PERUVIAN GOVERNMENT INTERNATIONAL BOND 5.63% 11/18/2050 ペルー 5.63％ 2050/11/18 0.4％

※比率は純資産総額に対する割合

費用明細（2020年11月１日から2021年10月31日まで）

項 目 比 率

エクスペンスレシオ 0.39％

※エクスペンス・レシオとはファンドの運用管理費用およびその

他費用をファンドの平均純資産総額で割ったものです。

※上記費用はファンドの純資産から差し引かれています。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 国内株式インデックス・マザーファンド（Ｂ号）

形態 国内籍親投資信託

運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針
主としてＴＯＰＩＸ（東証株価指数）に採用されている銘柄の株式に投資を行い、ＴＯＰＩＸ（東
証株価指数、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。

信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.08％

損益の状況
（自2020年12月１日　至2021年11月30日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 4,117,818,618円

受 取 配 当 金 4,119,293,254

受 取 利 息 1,572

そ の 他 収 益 金 711,505

支 払 利 息 △      2,187,713

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 17,412,905,832

売 買 益 28,936,137,486

売 買 損 △ 11,523,231,654

(C) 先 物 取 引 等 損 益 204,008,900

取 引 益 744,403,500

取 引 損 △    540,394,600

(D) そ の 他 費 用 等 △        299,666

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 21,734,433,684

(F) 前 期 繰 越 損 益 金 117,608,389,911

(G) 解 約 差 損 益 金 △ 27,114,163,119

(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 23,652,390,149

(I) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 135,881,050,625

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 135,881,050,625

※有価証券売買損益および先物取引等損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2020年12月１日から2021年11月30日まで）

項 目 金 額

売買委託手数料 1円

（株式） (0)

（先物・オプション） (1)

その他費用 0

（その他） (0)

合 計 1

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2021年11月30日）

銘 柄 名 業 種 組 入
比 率

１ トヨタ自動車 輸送用機器 3.7％

２ ソニーグループ 電気機器 3.2％

３ キーエンス 電気機器 2.4％

４ リクルートホールディングス サービス業 1.9％

５ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 1.4％

６ 東京エレクトロン 電気機器 1.4％

７ 日本電信電話 情報・通信業 1.3％

８ ソフトバンクグループ 情報・通信業 1.3％

９ ＨＯＹＡ 精密機器 1.3％

10 日本電産 電気機器 1.2％

全 銘 柄 数 1,659銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。

※別途、国内株価指数先物を2.4％買建てしています。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 外国株式インデックス・マザーファンド
形態 国内籍親投資信託
運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針
■主として世界各国の株式に投資し、ＭＳＣＩコクサイインデックス（配当込み、円ベース）の動
きに連動する投資成果を目指して運用を行います。

■外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.15％

損益の状況
（自2020年12月１日　至2021年11月30日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 4,981,491,031円

受 取 配 当 金 4,944,288,559
受 取 利 息 212
そ の 他 収 益 金 37,690,887
支 払 利 息 △        488,627

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 86,164,449,326
売 買 益 93,253,928,084
売 買 損 △  7,089,478,758

(C) 先 物 取 引 等 損 益 1,224,205,499
取 引 益 1,380,162,208
取 引 損 △    155,956,709

(D) そ の 他 費 用 等 △    130,283,930
(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 92,239,861,926
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 194,422,937,325
(G) 解 約 差 損 益 金 △ 49,229,658,029
(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 55,734,221,048
(I) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 293,167,362,270

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 293,167,362,270

※有価証券売買損益および先物取引等損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2020年12月１日から2021年11月30日まで）

項 目 金 額
売買委託手数料 2円
（株式） ( 1)
（新株予約権証券） ( 0)
（先物・オプション） ( 0)
（投資信託証券） ( 0)
有価証券取引税 2
（株式） ( 2)
（投資信託証券） ( 0)
その他費用 22
（保管費用） (18)
（その他） ( 4)

合 計 25

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2021年11月30日）

銘 柄 名 業 種 組 入
比 率

１ APPLE INC テクノロジー・ハードウェアおよび機器 4.6％
２ MICROSOFT CORP ソフトウェア・サービス 4.1％
３ AMAZON.COM INC 小売 2.8％
４ TESLA INC 自動車・自動車部品 1.6％
５ ALPHABET INC-CL A メディア・娯楽 1.5％
６ ALPHABET INC-CL C メディア・娯楽 1.5％
７ NVIDIA CORP 半導体・半導体製造装置 1.4％
８ META PLATFORMS INC-CLASS A メディア・娯楽 1.4％
９ JPMORGAN CHASE & CO 銀行 0.8％
10 HOME DEPOT INC 小売 0.7％

全 銘 柄 数 1,286銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。

※別途、外国株価指数先物を2.2％買建てしています。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 エマージング株式インデックス・マザーファンド
形態 国内籍親投資信託
運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

■主として新興国の株式（預託証書（ＤＲ）、株式の値動きに連動する有価証券を含みます。）、
新興国の株式指数を対象とした先物取引および新興国の株式等を主要投資対象とする上場投資信
託証券に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）の
動きと連動する投資成果を目指します。

■外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.15％

損益の状況
（自2020年12月１日　至2021年11月30日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 226,701,067円

受 取 配 当 金 228,319,965
受 取 利 息 2,314
支 払 利 息 △    1,621,212

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 876,274,357
売 買 益 2,533,906,150
売 買 損 △1,657,631,793

(C) 先 物 取 引 等 損 益 △  275,651,509
取 引 益 355,807,148
取 引 損 △  631,458,657

(D) そ の 他 費 用 等 △   15,538,125
(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 811,785,790
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 3,807,008,044
(G) 解 約 差 損 益 金 △1,398,805,971
(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 3,847,381,609
(I) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 7,067,369,472

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 7,067,369,472

※有価証券売買損益および先物取引等損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2020年12月１日から2021年11月30日まで）

項 目 金 額
売買委託手数料 17円
（株式） (12)
（新株予約権証券） ( 0)
（先物・オプション） ( 4)
（投資信託証券） ( 1)
有価証券取引税 4
（株式） ( 4)
（新株予約権証券） ( 0)
（投資信託証券） ( 0)
その他費用 18
（保管費用） (17)
（その他） ( 1)

合 計 39

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2021年11月30日）

銘 柄 名 業 種 組 入
比 率

１ TAIWAN SEMICONDUCTOR 
MANUFAC 半導体・半導体製造装置 4.6％

２ CHINAAMC ETF SERIES - CH-CNY ＥＴＦ 3.5％
３ TENCENT HOLDINGS LTD メディア・娯楽 3.0％
４ SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD テクノロジー・ハードウェアおよび機器 2.5％
５ ISHARES MSCI RUSSIA ETF 不動産 2.5％
６ ALIBABA GROUP HOLDING LTD 小売 2.2％
７ ISHARES MSCI SAUDI ARABIA ET ＥＴＦ 2.2％
８ MEITUAN-CLASS B 小売 1.1％
９ RELIANCE INDUSTRIES LTD エネルギー 0.8％
10 INFOSYS LTD ソフトウェア・サービス 0.7％

全 銘 柄 数 858銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。

※別途、外国株価指数先物を34.1％買建てしています。
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三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 Ｊリート・インデックス・マザーファンド

形態 国内籍親投資信託

運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

■東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）をベンチマークとし、ベンチマークの動きに連動する投資成果を
目指します。

■日本の取引所に上場（上場予定を含みます。）している不動産投資信託（リート）を主要投資対
象とします。

信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.15％

損益の状況
（自2022年２月26日　至2022年８月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 114,505,955円

受 取 配 当 金 114,518,963

受 取 利 息 234

そ の 他 収 益 金 10

支 払 利 息 △       13,252

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 695,444,834

売 買 益 705,118,677

売 買 損 △    9,673,843

(C) 先 物 取 引 等 損 益 3,582,400

取 引 益 3,582,400

(D) そ の 他 費 用 等 △        1,497

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 813,531,692

(F) 前 期 繰 越 損 益 金 4,900,034,517

(G) 解 約 差 損 益 金 △1,254,171,361

(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,716,515,718

(I) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 6,175,910,566

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 6,175,910,566

※有価証券売買損益および先物取引等損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2022年２月26日から2022年８月25日まで）

項 目 金 額

売買委託手数料 6円

（先物・オプション） (0)

（投資信託証券） (6)

その他費用 0

（その他） (0)

合 計 6

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2022年８月25日）

銘 柄 名 組 入
比 率

１ 日本ビルファンド投資法人 7.1％

２ ジャパンリアルエステイト投資法人 5.6％

３ 日本プロロジスリート投資法人 5.0％

４ 日本都市ファンド投資法人 4.9％

５ 野村不動産マスターファンド投資法人 4.8％

６ ＧＬＰ投資法人 4.7％

７ 大和ハウスリート投資法人 4.4％

８ オリックス不動産投資法人 3.4％

９ アドバンス・レジデンス投資法人 3.2％

10 ユナイテッド・アーバン投資法人 2.9％

全 銘 柄 数 61銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。
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25－　　－

三井住友・資産最適化ファンド（２やや安定型）

ファンド名 外国リート・インデックス・マザーファンド

形態 国内籍親投資信託

運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

■Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円ベース）をベンチマークとし、ベンチマー
クの動きに連動する投資成果を目指します。

■日本を除く世界各国の不動産投資信託（リート）などを主要投資対象とします。
■外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。

信託財産留保額 追加設定時、一部解約時にそれぞれ0.15％

損益の状況
（自2022年２月26日　至2022年８月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 443,707,741円

受 取 配 当 金 443,535,617

受 取 利 息 52,572

そ の 他 収 益 金 132,280

支 払 利 息 △        12,728

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,638,157,428

売 買 益 3,943,848,575

売 買 損 △ 2,305,691,147

(C) そ の 他 費 用 等 △     9,558,840

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,072,306,329

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 11,929,646,039

(F) 解 約 差 損 益 金 △   637,092,539

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 3,313,623,521

(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 16,678,483,350

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 16,678,483,350

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

１万口当たりの費用明細
（2022年２月26日から2022年８月25日まで）

項 目 金 額

売買委託手数料 6円

（株式） ( 0)

（投資信託証券） ( 6)

有価証券取引税 3

（株式） ( 0)

（投資信託証券） ( 3)

その他費用 14

（保管費用） ( 8)

（その他） ( 6)

合 計 23

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・

解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

しています。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

組入上位銘柄（基準日：2022年８月25日）

銘 柄 名 組 入
比 率

１ PROLOGIS INC 6.9％

２ EQUINIX INC 4.3％

３ PUBLIC STORAGE 3.7％

４ REALTY INCOME CORP 3.0％

５ DIGITAL REALTY TRUST INC 2.5％

６ WELLTOWER INC 2.5％

７ SIMON PROPERTY GROUP INC 2.5％

８ VICI PROPERTIES INC 2.3％

９ AVALONBAY COMMUNITIES INC 2.1％

10 EXTRA SPACE STORAGE INC 2.0％

全 銘 柄 数 318銘柄

※比率は、純資産総額に対する割合です。
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＜訂正のお知らせとお詫び＞ 
「三井住友・資産最適化ファンド（2 やや安定型）」の運⽤報告書（全体版）におきまして、第 1 期から
第 3 期にわたり誤記載がございました。 
ここに深くお詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正させていただきます（下線部が訂正箇所です）。 
 

記 
 
第 1 期（2017 年 9 ⽉ 14 ⽇から 2018 年 9 ⽉ 18 ⽇まで） 
P14. 利害関係⼈との取引状況等（2017 年 9 ⽉ 14 ⽇から 2018 年 9 ⽉ 18 ⽇まで） 
（3）利害関係⼈である⾦融商品取引業者が主幹事となって発⾏される有価証券 
 J リート・インデックス・マザーファンド 
正 

種類 買付額 

投資信託証券 
百万円 

75 
誤 

種類 買付額 

投資信託証券 
百万円 

36 
 
第 2 期（2018 年 9 ⽉ 19 ⽇から 2019 年 9 ⽉ 17 ⽇まで） 
P14. 利害関係⼈との取引状況等（2018 年 9 ⽉ 19 ⽇から 2019 年 9 ⽉ 17 ⽇まで） 
（3）利害関係⼈である⾦融商品取引業者が主幹事となって発⾏される有価証券 
 J リート・インデックス・マザーファンド 
正 

種類 買付額 

投資信託証券 
百万円 

190 
誤 

種類 買付額 

投資信託証券 
百万円 

174 
 
第 3 期（2019 年 9 ⽉ 18 ⽇から 2020 年 9 ⽉ 15 ⽇まで） 
P14. 利害関係⼈との取引状況等（2019 年 9 ⽉ 18 ⽇から 2020 年 9 ⽉ 15 ⽇まで） 
（3）利害関係⼈である⾦融商品取引業者が主幹事となって発⾏される有価証券 
 J リート・インデックス・マザーファンド 
  

CC_22923674_06_ost三住DS_資産最適化F（2やや安定型）_訂正のお知らせとお詫び.indd   26 2022/11/15   17:22:43



正 
種類 買付額 

投資信託証券 
百万円 

202 
誤 

種類 買付額 

投資信託証券 
百万円 

183 
 

 
以上 
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